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随想

日本菌学会史-3

IMC3 (1983年〉から1996年まで

宇田川俊一J)

1996年に日本菊学会顧立40周年を適えた擦，感想欄に

寄稿するように求められました.しかしそれより先に

「日本菌学会史 1， 2 J (平塚臨秀:日菌報 35:217-

220， 1994;椿啓介 :s菌報 35:362-365， 1994)の続き
をまとめるよう鱗集委員会(嬬弁裏司雄委員長，当時)

から要請されておりました.平塚，椿両先生の後をう

けて現在までの本学会の歩みを述べることは率直にいっ

て私にとっては大変負担に感じておりました.なにぶん

学会創設期には手作りの味がありまして徴笑ましい且ピ

ソードに講ち満ちた雰密気がありました.本も駆け出し

の一人として平塚誼秀，今関六t包小林義雄， Ep東5L玄
諸先生の声咳に触れ，菌学の範聞を越えて広く学ぶこと

ができた時代でした.日本菌学会誕生の経緯(印東弘玄:

日本菌学会ニュ…ス 15:57-63， 1990)や上記の1， 2 

からその一端を椅うことができますが，いずれにしても

摂られた頁ですから残された余誌もたくさんあると患い

ます.

1981年に創立50周年を迎えた MycologicalSociety of 

Americaは“ABrief History of Mycology in North 

America"とL、う記念刊行物を出賎しております.昨年

(1996年)， British Mycological Societyは創立100周年

を迎え， Mycological Researchの Vol.100に“ACen-

tury of British Mycology"を初めとする Centenary

Reviewが掲載されました.日本鴎学会では創立35周年

を違えた1990年に rs本菌学会35年の歩みJ(日本選学
会ニュース 15:64-81， 1994)としてそれまでの記録を

整理しましたが，記録を残すことがし、かに大変であるか

を痛感致しました.以来5年の年月が経過しましたので、，

そろそろ次の作業を始めておく必要があるのではなし、か

と患います.ともあれ日本菌学会においてもいずれ迎え

ます創立50罵年には日本菌学史として記念になる刊行物

の出版が期待されますので，ここでは多少の杜撰に闘を

つぶって頂きたし、と思います.

IMC3以後1990年の第34回大会までは記録にあります

ように，第28思〈北語道大学)，第29回〈東京農工大学)，
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第30回〈弘前大学)，第31屈(筑波大学)，第32回〈琉球

大学)，第33回(近畿大学)，第34回(静岡大学)と各地

で大会が開催されました.IMC3以後の学会事業として

見逃せない点は，大会以外に色々な啓袈的集会が企画さ

れたということです.1986年11月に筑波大学菅平高票実

験センターで第 1@]議学ワーグショ?プが開言葉され，第

2聞が1987年(東京農業大学)，第3凹が1988年7月(筑

波大学八ヶ岳演習林)と続き， 1988年8月にはオースト

ラリアのPitt博士， USAのKlich博士を招いてのアスペ

ルギルス・ぺニシワウム同定のワークショップが，筑技

大学菅平高票実験センターで催され， 31名が参加しまし

た.1993年1月には繭類のキノン分析と分類・同定への

応用(東京)， 1994年 3月にはきのこ・かびからの

DNA抽出およびサザンプロットと CHEFによる染色

体分緩(草島)，同年4月に誌栽培きのこ害菌の分離間

定の基礎(菅平)とワーグショップの内容も技術的に次

第に広がってきた背景には，高度経済成長下でのわが国

の研究施設の充実と新L¥，、実験機器の開発・普及があっ

たものと思います.私が研究生活に入った1950年代は

平塚先生の文章にもありますように大学・研究所の荒廃

は尽も当てられない惨状でした.劣悪、な研究環境の下で

出来ることといえば限られたものであり，貴重な資材を

使つての苦労は当時の研究報告を眺めるたびに偲ばれま

す.1960年代もなお，研究事情は欧米に比して大幅に立

ち遅れていました.議学会羽生子の前半期はまさに日本全

体の科学水準が途上顕であったわけで、す.たとえば日常

使っている顕微鏡にしても1965年に私がカナダの大学で

研究生活を過ごしたときには，日本製の生物顕微鏡は学

生突湾周，教官用はライツ，ツアイスといわれたもので

したし，その接も高級万能顕教鏡はツアイス製，走査電

子顕微鏡も最初の壊はケンブリ、ソジと決まっていたもの

です.それが IMC3以後には一変しました.欧米の大

学・研究所を訪ねてももはや研究設備で学ぶものは何も

なくなりました. 1987年に英国の Commonwealth

詰yco1ogica1Institute (現在の I主役rnationalMycological 

Institute)を昆学したとき， B本製の微分干渉位栢差顕
微鏡の性能を絶賛されました.



分析機器，科学文献など1980年代のわが国の研究施設

は情報化とともに愈成長を遂げました.このことは

IMC3以後の1980年代の大会で発表されたシンポジウム

や一般講演の内容からも裏付けられます.この持類に発

表された分類・形態に関する研究では土壌菌類，水生不

完全菌類，海生菌類，線虫捕食菌類，分生子柄東形成菌

類，さび菌類，病原商類などですが，いずれも走査電子

顕微鏡による微細構造の観察が加えられています.生館、

で誌海生蓋類，落葉腐の徴小菌類，室グヲ環婁議類，吉然

環境下の病原菌類，アンモニア菌類，焼け跡地の高等蘭

類，菌根性高等富類が取り上げられています.生理・

伝学的研究では，接合菌類や担子菌類の子実体・胞子形

成会対象とした解析が進められ，生産技術関係では微生

物劣吃，プP トプラスト議会処理を含むきのこ栽培につ

いての基礎研究，好アルカリ蘭類，樹病や魚病にかかわ

る議類の研究も報告されています.調査研究で

島，小笠原諸島の菌類，フィリピン・タイなどの東南ア

ジア，台湾，中届，ネパール，オセアニア，中近東，南

アメザカなど海外の議類についても活発な発表がありま

した.とくに注目されたことでは，ユピキノン系，

DNA椙向性，アイソサ、イム，題肪酸組成などに基づく

化学分類のシンポジウムや一般講演が援んになったこと

で， 1990年代の分子生物学的研究の前ぶれともいえまし

ょう.

IMC3以後の際立った変貌としてもう一つ，国際交流

があります.1987年s互には第1@]日中居繋真藩学会議
が中国の西安市で開催され，その後も第2回が1992年7

月に北京市，第3回が1995年に杭州市と今日に至ってお

ります.この会議は日本医真諸学会の尽力によって運営

されて参りましたが，中国側では基礎菌学，食用菌類，

マイコトキシンなどへの輿心も強いようです.他学会と

の共催，協力などによる日本での国際会議への参加やそ

れを契機として来日された海外菌学者を交えてのポスト

シンポジウムも盛んになってきました.こうした行事の

始まりは1974年の IAMSですが(日本菌学会史一2

照)， 1988年s月tこ京都で、罪かれた第 5@]冨際結物窮理
学会議， 1989年8月に同じく京都で、開かれた第5回国際

微生物生態学シンポジウム (ISME)，1990年 9月に大

援で開かれた第15西国際徴生物学会議 (IUMS)， 1993 

年8月に横浜市で、聞かれた第15回国際植物科学会議など

が主なところでした.1989年のポスト IS班E欝学シン

ポジウムは蘭類と環境のテーマで筑波大学菅王子高原実験

センターで開催され，来日の外国菌学者から8題の講演

があり，菌内を含めて36名の参加者が集まりましたが，

暑い真夏の都会を避けてさわやかな高原での一時はささ

やかな集会で、あっても親密な交流がで、きて，外罷からの
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客人にとっても本会議以上に大変好評を博しました.

1990年の IUMSサテライトシンポジウムは 9月に岩

手県八幡平安比高原で、行われた媒集会をかねて企画さ

れ，海外から 3名の菌学者が講演者として参加されまし

た.このときに ATCC(USA)の Shung心hangJong 

博士は台湾におけるシイタケ栽培について講演されまし

たが，まさに今日の食用菌需給事情を予言するものでし

た.また Universityof Tennesseeの KimberlyD. 

Gwinn博士のイネ科植物の ξndophyteについての講演

もわが国における内生菌研究の発展に刺激な与えるもの

でした.

IMC3から 7年後， 1990年 8 月 28 日 ~9 月 3 日にドイ

ツのUniversityof Regensburgで IMC4が開催されま

した.久し振りに役界の蓋学者会ミ一堂に会したわけです.

ちょうど東西ドイツの統ーとし、う自主史的な事件の後で会

議の合間に有名なベルリンの壁を観光に行った人もあっ

たようです.まさか更にソピ‘エト連邦を中心に社会意義

崩壊という歴史の大波が続けて押し寄せてくるとは思い

もよりませんでしたが.80年f¥後半にフィーパーしたノミ

ブずル景気のためではないでしょうが， 日本からは60名が

参加，発表は50題になりました.

90年代が幕開けした1991年には，第35回記念大会が千

葉市で催されました.運営に当った宮治 誠大会会長の

尽力で日本菌学会として姑めて海外から菌学者を招いて

の特別講演が実現しました.すなわち，台湾のZuei剛Ch・

ing Chen教授による“Distributionof basidiomycξtes in 

the subtropical island"と英国の PaulF. Cannon博士

による“Thecontracting rea1m of yeast-like fungi "で

した.また畜学研究奨励賞が髄度化され，第1屈の受賞

として，小野義隆氏の「スミレ属織物に寄生する Puc-

m出麗講の分類学的研究jと興部恭久氏の「クロコブ
タケによる材質腐朽に及ぼす水分と酸素の影響」が選ば

れ， 35周年に花を添えました.シンポジウムは寄生体と

しての欝類というテーマで，一般講演は問題でした.

1992年の第36回大会は別府市で催されましたが，学会の

後tこ大分県きのこ研究センターC-~-JII久幸所長〉の見学

と九重山での採集会が引き続いて催されたため，大会も

例年の 5月から 9月に変更されました.大分県はキノコ

産業の脊成に大変カを入れているため，地方自治体の機

関が大会な運営するという初めての例になりましたゆこ

の年の 2}Hこは東京大学で公開シンポジウム f蓋類にお

ける分子系統分類学の最近の進歩Jが聞かれました.い

よいよ分子系統発生学的研究が菌類にも渡及して参りま

した.1980年代に開発された分子生物学的技術(遺信子

のグローユング，塩基配列決定， Po1ymerase Chain 

Reaction (PCR)法など)が蓋類の系統発生上の近縁性



を調べる目的に使われ出したのです.それこそ， 1994年

8 月 14~21 日にカナ夕、、の Unìversìtyof British Co1umbia 

(V ancouver )で開催された IMC5では，あらゆる菌類

を対象とした分子系統分類学的研究の花盛りとなりまし

た.このときは平成不況になったとはL、え超円高に向か

っていたこともあって，日本からは約100名が参加し，

65題の発表がありました.1993年3月には公開シンポジ

ウム「環境汚染指標としての菌類Jが広島大学で開催さ

れました.環境問題も地球規模での21世紀に向けての諜

題であります.1993年の第37宮大会は仙台市で東北大学

遺伝生態研究センター(大瀧保大会会長)の運営の下

に開催され，特別講演として来日中であったオランダの

G. S. de Hoog博士による“Nutritionalphysiology， tax-

onomy and tεleomorph connections of human-patho-

genic Cladosporium (Xyloh~持αspecies"，菌学研究奨

励賞の講演として前川二太郎氏の「コウヤグタケ科の分

類学的研究Jがありました.菌類生態学，菌根性キノコ

の栽培，糸状菌類の形態形成における遺伝学をテー?と

したシンポジウム，展示を含めた一般講演91題と盛大で

した.

1993年は本学会にとって更なる飛躍の年になりまし

た.それはこの年にスター卜した日本菌学会国際シンポ

ジウムのことです.このシンポジウムは若い菌学者が国

際舞台で活寵するための経験として設立つことを頼っ

て，学会が独自に経識し，かつ運営に当たるとし、う画期

的な事業でありまナ.第l回は1993年12月に千葉県中央

博物館で、開催され，シンポジウム会長官治誠氏，タイ

トルは“Recentadvances in mycological research" ， 5 

セヴション，海外からのシンポジスト s名，冨内シンポ
ジスト 8名，参加者114名でした.その詳細はB爵綴 35

: 41-44， 1994に紹介されておりますが，菌学の極めて

幅広い分野にわたっての貴重な講棋が聞けたという叩象

でした.たとえば，W. S. Borneman博士 (USA)のルー

メン生態系の嫌気性真菌類の話題などは，かねがね開い

ておりました嫌気性真蓄の実像を鮮やかにみせて瑛き大

変感銘を受けました.第2回は翠年12月に仙台市東北大

学艮陵会館で開催され，シンポジウム会長大瀧保氏，

タイトルは“Forfurther development of mycological 

research" ， 5セッション，海外からのシンポジスト 5名，

閣内シンポジスト 6名，参加者71名で、した.その詳継は

日菌報 36:47-49， 1995に紹介されております.このと

きは京都大学農学部の畑 邦彦氏による“Effectof 

severa1 factors on the species composition of the en幽

dophytic funga1むommunityin pine needles "や，農水

省森林総合研究所の衣滞情生・山田利博氏による

“Mass mortalities of oak trees in ]apan and relat吋 am幽
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brosia beetles"など，圏内の若手シンポジストの活離

がとくに印象に残りました.第3回は1995年11月に再び

千葉県中央博物館で開催され，シンポジウム会長堀江義

一氏，タイトルは“Nevvinitiatives in myco1ogical 

research'¥5セッション，海外からのシンポジスト 5

名，悶内シンポジスト 7名，参加者154名でした.第4

回は1996年11月に京都市国際交流会館で開催され，シン

ポジウム会長桑原iE章氏，タイトルは“Recentad-

vances in mycotechnology" ，海外からのシンポジスト

6名，国内シンポジスト 6名で有われました.第3，4 

回ともまだ内容紹介が誌上に掲載されておりませんが，

パイオテクノロジーや分子生物学的研究などを中心に最

近の研究成果が披露されました.それぞ、れのシンポジウ

ムの設営に当たられた方々の苦労は経済的な冨を含めて

大変ですが，今後も学会主催の冨繋シンポジウムがます

ます発展することを願っております.

1994年の第38回大会は鳥取市で催され，鳥取大学北本

豊大会会長により運営されました.特別講演として D.

A. Wood教授 (UIむによる“Extracellu1arenzymes of 

Agaricus bisporus: regulation， structure， biosynthesis 

and molecular geneticsぺ菌学奨励賞受賞講演として岩

瀬剛ニ氏「外生菌根閣マツタケモドキの生活環に関する

研究J，シンポジウムはマイコトキシンについて，一般

講演は112題が発表されました，鳥取は10周年記念大会

(日本菌学会史 1参照)以来ゆかりの地で，大会での

講演数も大変多くなりました.この年には懸案であった

国際化に対応して日本菌学会報の英文誌、と和文誌への分

離刊行が実現しました.和文誌はスタイルをそのまま継

承しA4朝になりました.一方，英文誌はMycoscience

Vol.おとして新しいデザインのもとにスタートしまし

た.折から Vancouverで開催された IMC5の日本菌学

会展示コーナーに最新刊の Mycoscienceを並べたとこ

ろ，会議に集まった諸外国の菌学者に大きなインパクト

を与えました.これで季刊ながら冨際誌北への第一歩を

踏み出したわけです.Mycoscience Vol. 35は総頁数

438， origina152， short communication • note 14， review 

4 (外国からの寄稿29%)，続く Vol.36は総頁数471，

original 55， short communication • note 17， review 2 

〈外弱からの寄鶏29%)，Vol. 37は総支数502，origina1 

54， short communication 18 (外国からの寄稿46%)と

順調に刊行されております.外国からの寄稿率は日本に

留学中の外国人の著者も含めた数で、すが， 1996年には46

%に達し次第に国際誌化が進んでおります.そして，こ

のような情勢に対処するために海外から 9名のおsoci-

ate editor (1996-1997) をお願いしております.今後は

内容の質の向上と合わせて隔月刊に向けての対策を考え



て行かねばなりません.国際化はもちろん必要なことで

はありますが，閣内からの優れた論文ももっと増やして

行かなければ学会の activityを関われてしまいます.

1995年の第39聞大会は東京の昭和女子大学で擢され，

東京大学分子細胞生物学研究所の杉山純多大会会長によ

り運営されました.菌学研究奨励賞の受賞講演は中桐

昭氏「海生菌の分類と生態に関する研究j，またシンポ

ジウムはf畜類の多様詮:進イヒと生態jのテーマで5題，

とくにカナ夕、から MaryL. Berbee博士， USAから

Thomas D. Bruns博土をシンポジストとして招き，そ

れぞれ“Filamentousascomycete origins and radia-

tions" ，“Molecular approaches to the study of ec-

tomycorrhiza1 community"と題する今R的なトピック

スが講演されました.なお一般演題は100題でした.そ

して1996年の第40回大会は筑波大学の勝屋敬三大会会長

により運営されました.特別講演は岩槻邦男氏による「生

物の多様性j，議学研究奨励賞受繋講演は矢口貴志氏「製

薬資源としての土壌生子のう菌類の探索と分類学的研

究j. シンポジウムは「菌類資源の有効利用」というテー

?で3題が講演されました.一般講演は109題でした.

わが国の微生物工業は昨今やや陰りがみられております

が，まだまだ菌類資源は尽くせないものがあり，これか

らも覆極的な探索を是非続けて欲しいと患います.支た

第40回を記念する刊行物といっても過言ではないと思い

ますが，学会創立20周年記念事業として1967年から取り

級んで、きた菌学用語集が86頁にまとめられ発刊されまし

たー長年菌学用語の収集と整理に当たってこられた方々

にとってはやっと罵の荷がおり 、ではなかったでし

ょうか.

1996年7月にはアジア国際菌学会議 (AIMC剛96)が

千葉大学けやき会館で開催されました.特別講演が Evan

B. Gareth J ones教護 (UK)による“Mangrovefungi-

Biodiversity， biogeography， biotechno1ogical application" 

とZuei-ChingChen教授(台湾)による“Mycological

education in Asia -A current status and future in the 

developing countries"の2題，シンポジウムが 5セ γ

ション23題， ワーグショップが2テーマ14題，ポスター

セッションが128題とかつて無い規模で行われました.

アジア全体としてみれば発表内容は色々なレベルにある

かと思いますが，いまアジア諸国の菌学は若くて大変活

気があります.これからの発展が法尽されます.

採集会は1984年が大会に連結して北海道大学中川演習

林， 1985年が東京大学千葉演習林， 1986年が鳥耳元県大山

国有林， 1987年が長野県新行高原， 1988年が福島県会津

高原， 1989年が山梨県富士山精進口， 1990年が岩手県八

幡平安比高原とそれぞ、れ100名前後の参加者をもって開

催されてきました.1991年は広島県もみのき森林公園，

そして1992年は大分県の大会に連結して九重山群で開催

され支したが，参加者は158名とどーグに達しました.

その後， 1993年が長野県飯綱・戸隠高原， 1994年が新潟

県黒川村胎内， 1995年が北海道富良野市東京大学演習林，

1996年が広島県県民の森公園と続きましたが，次第に参

加者が減少し50名前後となりました.これは各支部やア

マチ品ア冨体主催の欝類採集会が各地で類繁に需寵され

るようになったこと，自然保護の観点から多人数での鴎

類蝶集目的の入山が悶難になったこと，海外での菌類調

査が容易になったことなど種々の要因が背景にあるもの

と忠われます.アマヂ品アのキノコ愛好家が増加したこ

とへの長冨ともいえるかと患いますが，学会主催の採集

会については今後の検討課題となって参りました.

最後になりましたが日本菌学会史-1に平塚先生が物

故された会員について哀悼の記事を書かれております.

その後を受けて物故された名誉会員および主だった会員

の氏名をあげ，学会の発展に多大の寄与をなされたこと

について心から感謝の意を表させていただきます.学会

長として学会のために尽くされました，今関六也，小林

義雄，浜田 稔諸先生のほか，以下の方々が菌学会のた

めに寅献されて来られました*明日出秀文，飯塚広，

可詰髄清二部*今井三子*岩出亥之助，宇井格生，

上山昭則*江本義数*大槻虎男，吋、JII 隆*小間

雅夫*香月繁孝，艦埼ー*木村劫二*後藤和夫，

*小南清*土屋毅，寺川!博典*徳永芳雄*中訳

亮治*長西広輔*関門義一，西原麦樹*橿諸説，

*日高 醇*日野 巌，平田正一*王子山重務，吋富士

貞吉，松尾卓見，松崎統，箕浦久兵衛*村山大記，

*本山久平，森寛一，山本昌木，米山穣(1996年12

月現世*印は名誉会員). 

小林義雄先生の藩学者長寿設のとおり大方の先生が長

寿を全うされましたが，大会や談話会，採集会にお元気

な姿を拝見したのもつい昨日のような気がし、たします，

ご其福を祈ります.

以上，いささか記録中心の内容になりすぎたようです

が，最近の学会の発展は呂覚ましいものがあり，多くを

紹介するには紙面が足りませんでした.督の菌学法現場

で勉強して一歩ずつ続験を積み重ねて参りました.今日

ではハイテク化が進み，基礎抜きにし、ぎなり菌類を扱う

ことも希れではなし、かと思います.しかしそれにとも

なって麗類についての基礎研究が次第に空潟化してきた

ことも事実です.麗直化した日本の社会構造のようにな

らないよう，温故知新の心構えで21世間には世界に誇れ

る知的財産のーっとしての菌学を築いて行く必要がある

のではないでしょうか.
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